
 
 
 
 
 
 
 

教師みな声を嗄
か

らして麦の秋（岩田由美） 

季節が例年のとおりにならずに、寒い日や暑い日が交互に来ています。季節の変わり目です。授

業の中で、４月５月と新入学の１学期は何かと声を張り上げての授業になり、声が出なくなる教師

も出てきます。麦秋の候です。保護者の皆様はいかがでしょうか。 

計画の実行性と６０年 

中間テストが終わりました。子どもさんの様子はどうでしたでしょうか。計画を立てて子どもた

ちは、学習に向かったでしょうか。計画を立てるということを、大人の私たちもしなくなってきて

います。自分で計画を立てて動いているというより、立てられた計画のもと動かされているように

感じないでしょうか。それも短いスパンで。 

かつて一年間を考えた農耕文化から、早く早くの軽薄短小の電子文化に入ったことによって、短

いスパンでの計画はあるが、人間の成長の時間での計画が考えられないような、気ぜわしい生活を

余儀なくされているように思います。子どもの成長を待つという余裕が無く、せかされるせかす風

潮が表れているように思います。「すぐに結果が出ないと納得しない。」という社会になっていない

でしょうか。ご家庭ではどうでしょうか。ゆっくりと待っているという態度がとりにくくなってき

ているのではないでしょうか。それが子どもたちの言動にも表れているようです。だから、その気

ぜわしい雰囲気に乗れない子やゆっくり目の子が、生活しにくくなっているようにもいます。 

かつて林業は木を植えて６０年待つ。次の世代が、先代が育てたその木を売ってその恩恵を被る

というような、気の長い産業はすたれてきています。眼先しかない、その眼先も日々くるくる変わ

るようなもの。だからよけい気苦しくなる。林業などは、木を植えてからの６０年、何もしないの

でなく、本当に大切に山を手入れして一本一本育てていく。「美山」という言葉がありますが、手入

れをすれば、山はそれにこたえてくれます。キノコや山の動物が安心して暮らす。自然の摂理のも

とで、個体を適当な数に維持してくれる。その恩恵を人間はいただく。 

人間も生まれてから６０年、還暦の年を迎えて、一区切りするわけです。お祝いをし

て御苦労さんの時間です。教育もしかりだと思います。 

「教育は、国家百年の大計」と言います。その大計を皆さんとともに画いていきたいと思い

ます。 

合唱コンクールに向けて 

どこからともなく歌声が聞こえてきます。実は、３年生は修学旅行の中でも歌っていました。ハ

ウステンボスの中で女子のハミングを聞きました。学校は、歌声が聞こえると６月だなと思います。

朝の澄んだ空気の中から聞こえてくる皆の声は、男子の声変わりの声はあるものの、成長していく

若い声は、人の心を弾ませる要素を持っています。丁寧に歌う生徒の声は、人の心を震わせるもの

です。楽しみです。 

だからよけいに、自分の声に自信を持って、前を向いて、横の人の声を聞きながら歌ってほしい

のです。 

 

各クラスのポスターです。なかなかの力作ぞろいです。 
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